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１．履 歴 

学  歴 1990. 3 東京農工大学大学院工学研究科博士前期課程修了 
 

職  歴 

1992. 4 

1994. 2 

1996. 4 

2001. 4 

2005. 4 

2007. 4 

株式会社クラレ 

高知高専工業化学科（助手） 

高知高専物質工学科（助手） 

高知高専物質工学科（講師） 

高知高専物質工学科（助教授） 

高知高専物質工学科（准教授） 
 
２．講義・委員会等 

講 義 科 目 本 科：化学工学Ⅱ 酵素工学 物理化学・化学工学実験 創造実験 

専攻科：分離操作工学 生物化学工学  
 

学内委員会等 

2013. 1-2014. 3 

2014. 4-2015. 3 

キャリア支援室長 

国際交流室長 

 
３．社 会 的 貢 献 

役 員 等 高知化学会教育部会幹事 
 
４．研 究 活 動 

専 門 分 野 化学工学 
 

所 属 学 会 化学工学会 
 

研 究 テ ー マ 
1) 気相媒体下における酵素反応に関する研究 

2) 酵素の分離・精製に関する研究 

3) 食品類の特性に関する研究 
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（徳島大会）（徳島），要旨集 印刷中 (2015). 
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発表会（堺大会）（大阪），要旨集 M117 (2014). 

4) 長山和史，栗尾賢一郎，森田恭平，気相型バイオリアクターにおけるポリビニルアル 

コール含有固定化アルコール脱水素酵素の反応特性，化学工学論文集，39, 368-371  

(2013). 
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